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●マチの話題・・・・・・・・・・・・・・P.2
●暮らしのお知らせ・・・・・・・・・・・P.3 ～ 4
●こんにちは保健師です・・・・・・・・・P.5
●病院だより・・・・・・・・・・・・・・P.6
●町民カレンダー・・・・・・・・・・・・P.7
●かわまち通信・・・・・・・・・・・・・P.8
●マチの伝言板・・・・・・・・・・・・・P.8 ～ 9

７１６

表紙：子ども会カルタ大会（平成２９年１月２１日）

てしてしお
天然しじみの

　　　　ふるさと
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Ｂ
・
Ｂ
が
多
彩
な
特
技
披
露

　

１
月
17
日
に
認
定
こ
ど
も
園
「
お
ひ

さ
ま
」
に
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｂ
・
Ｂ
が

訪
問
し
ま
し
た
。

　

日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る「
Ｑ
ｏ
ｏ（
ク
ー
）」と
Ｂ
・

Ｂ
は
、道
内
の
保
育
園
な
ど
を
ま
わ
り
、

「
Ｂ
・
Ｂ
と
Ｑ
ｏ
ｏ
と
あ
そ
ぼ
う
」
と

題
し
、
食
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
・
Ｂ
は
、
特
技
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を

披
露
し
、「
さ
ん
ぽ
」の
伴
奏
に
合
わ
せ
、

園
児
た
ち
が
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
札
幌
市
食
育
大
使
で
も
あ
る

Ｂ
・
Ｂ
と
の
「
ち
ゃ
ん
と
食
べ
よ
う
体

操
」
を
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
を
行
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。　

▲B・Bと体操をする園児たち

一
直
線
に
札
に
手
を
伸
ば
す

　

て
し
お
温
泉
夕
映
で
１
月
21
日
に
第

54
回
天
塩
町
子
供
会
カ
ル
タ
大
会
（
天

塩
町
子
ど
も
会
育
成
部
連
絡
協
議
会
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ル
タ
大
会
は
、
百
人
一
首
の
下
の

句
を
読
み
上
げ
た
札
を
奪
い
合
う
北
海

道
の
独
自
の
文
化
の
下
の
句
か
る
た
の

ル
ー
ル
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
小
学
生
７
チ
ー
ム
、

中
学
生
２
チ
ー
ム
の
31
名
が
参
加
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
声
を
張
り
上
げ

て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
、
道
北
・
道
東
下
の

句
歌
留
多
大
会
（
天
龍
歌
留
多
倶
楽
部

主
催
）
が
行
わ
れ
、
32
チ
ー
ム
が
参
戦

し
、
白
熱
し
た
試
合
が
夜
通
し
続
き
ま

し
た
。

▲札に勢いよく手を伸ばす子どもたち

「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
と
学
ぶ

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

が
実
施
す
る
「
ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢

献
プ
ロ
グ
ラ
ム　

ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
に
よ
り
、西
天
北
五
町
（
天
塩
町
、

遠
別
町
、
中
川
町
、
幌
延
町
、
豊
富
町
）

内
の
小
・
中
学
校
へ
の
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
」
の
貸
与
に
先
立
ち
、
１
月
24
日
に

先
行
導
入
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
、同
社
が
開
発
し
、

人
の
表
情
を
読
み
取
り
、
会
話
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

　

今
般
、
天
塩
町
が
主
導
と
し
て
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
考
に
応
募
し
、
道
内

で
唯
一
３
年
間
の
無
償
貸
与
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
を
通
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授

業
等
を
行
い
、
東
京
都
で
全
国
大
会
の

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
働
き
方

　

ラ
ン
サ
ー
ズ
株
式
会
社
に
よ
る
新
し

い
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
の
初
回
の
講
義
が

１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
事
前
登
録
を

し
た
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
と
同
社
は
、
昨
年
11
月
に
業
務
提

携
し
、
政
府
が
進
め
る
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

シ
ン
グ
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
完
結
す
る
新
し
い
働
き
方
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

の
説
明
を
受
け
、
ラ
ン
サ
ー
ズ
へ
の
登

録
や
依
頼
さ
れ
る
仕
事
を
選
び
方
を
学

び
、
同
社 

蓑
口 

恵
美 

氏
は
「
一
日
３

時
間
だ
け
働
く
、
月
10
万
円
を
稼
ぐ
な

ど
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

た
働
き
方
を
見
つ
け
て
欲
し
い
。ま
た
、

全
４
回
の
講
義
の
中
で
実
際
に
お
金
を

稼
い
で
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。 ▲ランサーズへ登録する参加者

日
本
初
の
交
通
手
段
と
し
て

　

２
月
２
日
・
３
日
に
社
会
福
祉
会
館
・

中
央
町
民
会
館
に
お
い
て
、
稚
内-

天

塩
間
相
乗
り
交
通
説
明
会
を
開
催
さ

れ
、
町
と
提
携
し
た
国
内
最
大
級
の
相

乗
り
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
（
ノ
ッ
テ
コ
）」

の
説
明
を
聞
く
た
め
、
両
日
で
70
名
以

上
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
共
交
通
機
関
に
よ

ら
な
い
移
動
手
段
と
し
て
、
本
年
４
月

か
ら
マ
イ
カ
ー
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
相

乗
り
）
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
都
市
専
用
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
本
初
の
試
み
と
な
り
、
交
通
手
段
が

不
足
し
て
い
る
地
方
の
新
た
な
交
通
手

段
と
し
て
注
目
が
集
ま
り
、
多
く
の
報

道
陣
が
詰
め
掛
け
て
い
ま
し
た
。

▲説明会に参加する住民と報道陣

▲ポーズを取る Pepper と西天北五町の町長ら

マ
チ
の
話
題
（
１
月
12
日
～
２
月
10
日
）
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

【問い合わせ先】
　稚内年金事務所国民年金課　☎０１６２（３２）１９４１
　福祉課福祉係　☎内線１３２・１３３・１３４

国民年金からのお知らせ

　年金を受け取る権利のある方には、支給開始年齢に達するお誕生日の約 3ヶ月前に、年金請求書
が届きます。請求手続きはお誕生日の前日から可能です。また、66歳以降に請求して受け取る年金
額を増やせる繰り下げ請求もございます。希望される方はお気軽にご相談ください。
・手続きに必要なもの・・・印鑑、通帳、身分証明書（住民票等を取得していただく場合があります）

○離職したときは届出を！

○保険料の納付は便利な口座振替を！

○保険料を納められないとき

○年金請求書が届いたら

　会社を退職した時は、厚生年金の加入も終わります。
　退職した時に 60歳未満であれば引き続き国民年金に加入しなければならないため、役場へ届出が
必要となります。また、保険証の扶養に入っていた配偶者についても同様に届出が必要となります。
手続きに必要なもの・・・印鑑　※手続きの際に退職した日を確認させていただきます。

　平成 29年度の国民年金の保険料は 1ヶ月 16,490 円です。現金で納付するほかに口座振替制度が
あります。納め忘れもなく、毎月、金融機関等に行く手間も省けて大変便利です。
≪さらにお得な割引制度もあります。≫
【早割制度】当月分の保険料を当月末に振替することによって、各月50円割引になります。
【前納制度】一定期間の保険料をまとめて振替することによって、最大14,400 円割引になります。
　※ 6ヶ月前納（800円お得）、1年前納（3,510 円お得）、2年前納（14,400 円お得）
　※ 4月～ 9月分の 6ヶ月前納、1年前納、2年前納は 2月末をもって受付を終了しています。
　※金融機関との手続きの関係上、振替希望月の前月上旬までにお申し込みください。

　経済的な理由などにより保険料の納付が困難なときは、「全額免除制度」、「一部納付制度」、「若年者納
付猶予制度」があります。また、学生の方には「学生納付特例制度」があります。（いずれも所得審査が
あります。）未納にしてしまうと、将来の老齢年金だけでなく、万が一のときに障害年金・遺族年金が受
給できない場合があります。過去 2年 1ヶ月分までさかのぼって免除の申請が行えます。

種類 保険料の額 免 除 期 間 の
老齢年金の額 所得審査の対象

免
除

全額免除 ０円 ４／８ 申請者本人とその配偶者及び

世帯主（対象者が失業中の場

合は審査対象外となります）

4分の 3免除 ４，１００円 ５／８
半額免除 ８，２００円 ６／８

４分の 1免除 １２，２００円 ７／８

猶
予

若年者納付猶予 ０円 年金額には
反映されません

申請者本人とその配偶者

学生納付特例 ０円 申請者本人

　手続きに必要なもの
　・印鑑
　・所得審査の対象者が失業中の場合は「雇用保険受給資格者証」又は「雇用保険被保険者離職票」
　・学生納付特例の申請は「在学証明書」又は「学生証の写し」
　《追納制度があります》
免除や納付猶予を受けた期間の保険料は、10年以内であれば納めることができます。
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【問い合わせ先（申し込み先）】天塩町農業委員会　☎内線２３７

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

天塩町農業委員会の委員（農業委員）を募集します
　農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員会の委員（以下「農業委員」といいます）の選出
方法が、これまでの選挙制及び選任制から、市町村長による任命制に変更されたことに伴い、農業委員
を募集します。

　（１）募集人数　　１１人（うち中立委員１人を含む）
　（２）任期　　　　平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで（３年間）

　（１）農業委員会の総会（毎月開催）における農地の権利移動や転用に係る許可等の審議及び決定並
びにこれらに関連する現地調査

　（２）農地等の利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新
規参入の促進）に係る指針策定、現地調査、指導及び監視業務

　（３）農業者からの相談対応及び農業者への助言指導

　農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務
を行う意欲のある方。

　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、持参又は郵送により、天塩町農業委員会または雄信内支所ま
で提出してください。
　（１）申込書様式
　　・３名以上の個人による推薦（様式１）
　　・法人、団体等による推薦（様式２）
　　・個人による応募（様式３）
　（２）受付期限
　　平成２９年３月１日（水）から３月２９日（水）【必着】
　（３）募集案内及び申込書の入手方法

募集案内及び申込書は、天塩町ホームページからダウンロードできるほか、天塩町農業委員会また
は雄信内支所の窓口にも備え付けています。

　法令に基づき、受付期間終了後（４月上旬頃（予定））に申込者等に関する氏名等（住所を除く）の
情報を天塩町ホームページ及び天塩町掲示板で公表します。

　天塩町農業委員候補者は町長が選任議案を作成し、天塩町議会の同意を得た後、町長から任命されま
す。

１．募集の内容

２．主な業務内容

４．推薦及び応募の方法

５．申込者等に関する情報の公表

３．被推薦者及び応募者の資格

６．選任方法

受
付
は
、
３
月
31
日 

ま
で 

!!

　

昨
年
12
月
26
日
よ
り
、
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
。
す
で
に
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
（
３
，
０
０
０
円
）
を
受
け
取
ら
れ
て

い
る
方
も
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
左
記
の
方
を
除
き
ま
す
。

・
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

・
支
給
額

　

１
人
あ
た
り　

１
５
，０
０
０
円

・
申
請
方
法

　

申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
の
申
請
書
類

の
を
ご
用
意
の
う
え
、
福
祉
課
福
祉
係
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
類
】

・
印
鑑

・
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
コ

ピ
ー
可
。
原
則
、口
座
振
込
に
な
り
ま
す
）

・
申
請
す
る
方
全
員
の
身
分
証
明
書
（
健

康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
内
線
１
３
２
／
１
３
３
／
１
３
４

給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？



5

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

私たちの腎臓
～小さな臓器で大きな働きをする優れもの～

【問い合わせ先】
福祉課ふれあい係　☎直通（２）１７２８

　腎臓は握りこぶし程の大きさで、腰よりやや上の位置（背中側）に左右 1 つずつあります
　意外と知らない「腎臓」の仕組み・働きについてご紹介♪

　腎臓には毛糸玉状の血管で血液をろ過する「糸球体（しきゅうたい )」と糸球体
を包む「ボーマン嚢（のう）」、ろ過した尿（原尿）の通り道で、体に必要なもの
を再び血管に戻す管「尿細管（にょうさいかん）」があります。
　糸球体とボーマン嚢、尿細管を合わせて「ネフロン」と呼び、１つの腎臓に
１００万個のネフロンが血液をろ過して尿を作り、きれいになった血液が全身に
戻ります。

●腎臓のしくみ

①毒素や老廃物を尿として体の外に出す
…尿酸やクレアチニン、尿素窒素などの老廃物や余分な水分を的確に排泄で
きないと、毒素が体に充満し、数日から数ヶ月で心不全や肺水腫などの苦し
い合併症を起こして生命の危機に陥ります。

②水分バランスや電解質のイオンバランスを一定に保つ
…私たちの血液塩分濃度や体液の濃度は約 0.9％を保っています。0.1％でも増減すると人
は生きていけませんが、腎臓はどんなに暴飲暴食をしても濃度を 0.9％に維持・調整してく
れるすごい臓器なのです。

③血圧を調整する
…水分と塩分の排出量を増減したり、血圧を上げるホルモンを分泌することで血圧を調整し
ています。

※この他にも④骨の強度の維持、⑤血液を作るなど体にとって大切な働きをしています。

●腎臓の働き

●腎臓は「沈黙の臓器」･･･ 気付いたときには透析や心筋梗塞・脳梗塞に !?
　腎機能が低下しても体のだるさや吐き気、頭痛、排尿困難などの症状が出るのは進行してからです。
　みなさんの腎臓は大丈夫ですか？それを知るために行動できるのは自分自身です。

＜腎機能が低下していないか調べるには＞
（１）尿検査

①尿蛋白定性検査…尿蛋白を調べます。結果は「-」、「±」、「1+」、「2+」などと表します。
②微量アルブミン検査…蛋白質の一種であるアルブミン量を検査します。糖尿病性腎症の早期発見に
重要な検査です。

（２）血液検査
①血清クレアチニン値…クレアチニンは本来、尿として体外に出るので、血液
検査で高いと腎機能が低下していると考えられます。
② GFR( 糸球体濾過量 )…血清クレアチニン値から推算する値です。正常は
GFR60 以上となります。

※尿蛋白（1+）以上、GFR60 未満が 3 ヶ月以上続く人は慢性腎臓病（CKD） の疑いがあります。

天塩町「春の総合健診」のご案内
～特定（基本）健診内容には腎機能を調べる項目も一部含まれています～

【日　　程】
　平成２９年４月１４日（金）・１５日（土）
【検診内容】
　医師診察、身長・体重・腹囲測定、血液検査、尿検査、心電図、眼底検査 など
【申込方法】
　町内回覧にて３月上旬（予定）にお知らせしますので、電話等により福祉課ふ
れあい係へお申し込みください。なお、回覧配布時から受付を開始します。
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私
は
平
成
２
年
に
札
幌
医
科
大
学
を

卒
業
、
第
４
内
科
（
現
腫
瘍
・
血
液
内

科
）
に
入
局
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
大
学
病
院
の
他
に
旭
川
赤

十
字
病
院
、
室
蘭
日
鋼
記
念
病
院
、
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
内
視
鏡
部

（
東
京
築
地
）、
留
萌
市
立
病
院
な
ど

で
消
化
器
や
血
液
の
病
気
の
診
療
に
あ

た
り
ま
し
た
。
し
か
し
大
病
院
勤
務
を

10
数
年
続
け
る
う
ち
に
、
あ
る
矛
盾
に

悩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
も
含
め
、
忙
し
い
大
病
院

で
は
自
分
の
専
門
分
野
以
外
の
病
気
に

気
を
配
る
余
裕
が
無
い
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
全
て
の
医
師
が
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
消
化
器
の
専
門
医
は
胃
腸
や

肝
臓
、
循
環
器
の
専
門
医
は
心
臓
、
大

病
院
の
医
師
の
多
く
は
自
分
の
専
門
領

域
の
診
療
に
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や

し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の
大
病

院
で
血
圧
や
糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い

て
も
、
症
状
が
現
れ
た
時
に
は
手
術
不

可
能
な
進
行
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
り
、

が
ん
の
手
術
後
に
遠
く
の
専
門
病
院
に

通
っ
て
い
て
も
不
整
脈
や
糖
尿
病
の
治

療
が
不
十
分
と
い
っ
た
残
念
な
こ
と
が

起
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
う
し
た
矛
盾
に
い
ら
立
ち
を
感
じ

て
い
た
頃
、
滝
上
町
国
保
病
院
の
先
輩

か
ら
誘
い
が
あ
り
、
平
成
16
年
か
ら
地

域
医
療
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
専
門
一
辺
倒
の
診
療
か
ら
総
合
的

な
医
療
へ
の
転
換
で
し
た
。
当
時
は
、

か
か
り
つ
け
医
と
い
う
言
葉
も
ま
だ
一

般
的
で
な
か
っ
た
頃
で
す
。
旭
川
市
に

生
ま
れ
小
中
高
校
時
代
の
ほ
と
ん
ど
を

美
瑛
町
で
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
、
大

病
院
よ
り
も
町
立
病
院
で
勤
務
す
る
こ

と
は
自
然
な
こ
と
で
し
た
。
滝
上
で
約

10
年
間
、
在
宅
訪
問
診
療
を
含
む
総
合

的
な
内
科
診
療
を
学
ん
だ
お
陰
で
、
北

海
道
の
地
域
に
必
要
な
の
は
「
か
か
り

つ
け
医
に
よ
る
予
防
と
看
取
り
の
医

療
」
で
あ
る
と
強
く
感
じ
、
平
成
25
年

秋
か
ら
は
天
塩
で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

で
は
、
私
の
考
え
る
「
か
か
り
つ
け

医
に
よ
る
予
防
と
看
取
り
の
医
療
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
の
方
は
多
く
の
病
気
を
か
か

え
、
複
数
の
診
療
科
か
ら
多
く
の
薬
を

処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
の
機
能
が

元
々
弱
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
薬
の

副
作
用
も
出
や
す
い
の
で
、
き
め
細
か

く
全
身
に
気
を
配
っ
た
診
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
若
い
方
は
将
来
に
備

え
て
し
っ
か
り
健
康
管
理
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
一
人

一
人
の
か
ら
だ
全
体
に
気
を
配
り
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
医
を
紹
介
し
ま
す
。

専
門
的
な
治
療
が
一
段
落
す
れ
ば
、
か

か
り
つ
け
医
が
治
療
を
継
続
し
ま
す

が
、
変
化
が
あ
れ
ば
再
び
専
門
医
を
紹

介
し
ま
す
。

し
か
し
天
塩
町
は
稚
内
・
名
寄
・
旭

川
な
ど
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
の
で
、

年
を
取
っ
て
か
ら
専
門
医
に
継
続
し
て

か
か
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。
そ
こ

で
病
気
に
出
来
る
だ
け
な
ら
な
い
、
病

気
に
な
っ
て
も
早
く
見
つ
け
て
治
し
て

し
ま
う
予
防
医
療
こ
そ
が
大
切
な
の
で

す
。
医
学
の
進
歩
の
お
陰
で
が
ん
も
早

期
発
見
す
れ
ば
治
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
活
習
慣
病
の
治
療
に
よ
り
脳
卒

中
・
心
筋
梗
塞
・
認
知
症
な
ど
を
予
防

し
ま
す
。
禁
煙
に
よ
り
が
ん
や
肺
疾
患

を
予
防
し
ま
す
。

整
形
外
科
で
は
手
術
が
必

要
な
場
合
は
専
門
医
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
骨
粗
鬆
症

の
治
療
に
よ
る
骨
折
予
防

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
寝
た
き
り
予
防
を
し
ま

す
。　け

れ
ど
も
、
ど
ん
な
に
医

学
が
進
歩
し
て
も
老
化
は
す

す
み
、
人
は
必
ず
死
を
迎
え

ま
す
。
年
老
い
て
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
、
ど
う

や
っ
て
生
活
し
て
い
く
か

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
通

院
が
困
難
な
方
に
は
在
宅

訪
問
診
療
を
行
う
こ
と
も
か
か
り
つ
け

医
の
重
要
な
役
割
で
す
。

そ
し
て
誰
し
も
最
期
の
時
は
苦
痛
が

無
く
穏
や
か
に
迎
え
る
の
が
理
想
で

す
。
人
生
の
最
晩
年
を
し
っ
か
り
と
生

き
、
理
想
の
死
を
迎
え
る
お
手
伝
い
を

す
る
の
が
看
取
り
の
医
療
で
す
。

平
成
27
年
１
月
か
ら
は
、
整
形
外
科

の
橋
本
副
院
長
が
加
わ
り
、
更
に
総
合

的
な
医
療
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
協

力
し
て
天
塩
町
民
の
か
か
り
つ
け
医
と

な
り
予
防
と
看
取
り
の
医
療
を
行
お
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
文　

町
立
病
院
院
長　

林 

修
也
）

【問い合わせ先】天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

病院だより　No.2

「かかりつけ医による予防と看取りの医療」

病
院
だ
よ
り

【プロフィール・専門医資格など】
・平成２年　札幌医科大学卒業・
　医学博士
・内科学会　総合内科専門医
・消化器病学会　消化器病専門医
・消化器内視鏡学会　消化器内視
　鏡専門医
・禁煙学会　禁煙専門指導医
・医師会認定産業医　
・認知症サポート医
（その他所属）
・透析医学会　　　・糖尿病学会
・緩和医療学会　　・老年医学会
・死の臨床研究会
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あいあいクラブ開催場所

日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

２月   26 　　　27 　　　28 ３月　 １ 　　　 ２ 　　　 ３ 　　　 ４
〇認定こども園
　開放日

★いきいきサロン
[ 雄信内憩の家 ]

10 時～ 14 時
〇１歳6ヶ月児健診
12 時 30 分～ 13 時 00 分
〇３歳児健診
12 時 30 分～ 13 時 00 分
〇５歳児健診
12 時 30 分～ 13 時 00 分
〇乳児健診
12 時 50 分～ 13 時 20 分
✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分
■はまなす学園
■移動巡回献血

■はまなす学園
　卒業式・修了式
■移動巡回献血

◇

　　　 ５ 　　　 6 　　　 ７ 　　　 ８ 　　　 ９ 　　　10 　　  11
✚眼科外来

受付 9 時～ 14 時
■定期健康相談・
　物忘れ相談

[ 天塩町役場 ]
10 時～ 16 時

〇雄信内保育所
　開放日

★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時
●運転免許更新時
　講習

[ 社会福祉会館 ]
・初回 10 時 00 分
・優良 13 時 00 分
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時 00 分
★ヘルスアップ教室
[ 天塩中学校体育館 ]

19 時 00 分～
20 時 30 分

■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

◆ ◇ ◇ ◇

　　　12 　　　13 　　　14 　　　15 　　　16 　　　17 　　　18
〇中学校卒業式 ★いきいきサロン

[老人福祉センター]
10 時～ 14 時

★おでかけサロン
[ 雄信内憩の家 ]

10 時～ 14 時
✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時

■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

〇小学校卒業式

◆ ◇ ◇ ◇

　　　19 　　　20 　　　21 　　　22 　　　23 　　　24 　　　25
《春分の日》 ★ヘルスアップ教室

[ 天塩中学校体育館 ]
19 時 00 分～

20 時 30 分

✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

〇乳児健診
12 時 50 分～ 13 時 20 分
✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分
〇小中学校修了式

◇ ◇ ◇

　　　26 　　　27 　　　28 　　　29 　　　30 　　　31 ４月　 １
■しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時

〇認定こども園
　卒園式

〇雄信内保育所
　修了式

◆ ◇ ◇

平成２９年　 　月3

・日程は変更となる場合があります
ので、ご確認ください。
・ごみは当日の朝８時までに出して
ください。

◇天塩地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆雄信内地区
　日時：毎週火・水・木曜日　１０時～１２時　　　日時：毎週月曜日　10 時～ 12 時
　場所：子育て支援センター　　　　　　　　　　　場所：雄信内保育所

町民カレンダー
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か
ま
わ
ち
通
信
／
マ
チ
の
伝
言
板

今
回
は
「
歴
史
」
チ
ー
ム
が
行
っ

た
、
高
知
へ
の
和
船
関
係
の
先
例
地

視
察
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
（
１
月

15
日
～
17
日
）。

私
た
ち
「
歴
史
」
チ
ー
ム
は
天
塩

川
で
か
つ
て
物
流
を
担
っ
て
い
た
川

船
「
長
門
船
」
の
復
元
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、「
長
門
船
」
は

10
ｍ
を
越
え
る
大
き
な
船
で
、
多
額

の
資
金
と
人
と
場
所
が
必
要
な
た

め
、
す
ぐ
に
実
現
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

全
国
の
和
船
造
り
の
情
報
収
集
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
高
知
県
で
プ
ロ

の
船
大
工
で
は
な
い
方
々
が
和
船
造

り
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
そ
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
芝

藤
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
お

話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
高
知
県

に
あ
る
須
崎
工
業
高
校
造
船
科
の
生

徒
が
造
っ
た
６
ｍ
の
和
船
を
、
天
塩

町
へ
無
料
で
貸
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
貸
与

式
と
和
船
関
係
者
の
お
話
を
聞
く
た

め
に
、高
知
県
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

高
知
県
で
は
、

櫓
漕
ぎ
体
験
、

４
箇
所
の
工
房

見
学
、
そ
し
て

須
崎
工
業
高
校

を
訪
問
し
、
貸

与
式
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
和
船
造
り
専
門
家
で

ア
メ
リ
カ
在
住
の
ダ
グ
ラ
ス
さ
ん
に

香
川
県
で
会
い
、
お
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。

櫓
漕
ぎ
体
験
を
経
験
し
ま
し
た

が
、
習
得
す
る
の
は
大
変
で
、
櫓
を

漕
ぐ
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
必
要

な
こ
と
。
ま
た
和
船
造
り
で
使
用
す

る
船
釘
が
、
木
ネ
ジ
等
で
代
用
で
き

る
こ
と
や
、
何
に
こ
だ
わ
り
和
船
を

造
る
の
か
が
重
要
な
こ
と
、
こ
の
旅

で
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

４
月
に
天
塩

町
に
や
っ
て
く

る
和
船
「
須
工

し
ま
ん
と
（
船

名
は
生
徒
が
命

名
）」
で
、様
々

な
取
組
み
を
行

い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
、
鏡

沼
で
櫓
漕
ぎ
体

験
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
、
天
塩
の
歴
史
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ほ
ど
お
金
も
か
か
ら
ず
に

造
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
６

ｍ
程
度
の
和
船
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
和
船
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら

悠
久
の
時
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

か わ ま ち 通 信

▼造船工房の見学

▲須崎工業高校の生徒と和船「須工しまんと」

春
か
ら
一
年
生

　

今
年
４
月
か
ら
小
学

校
に
入
学
す
る
28
名
の

方
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

天
塩
小
学
校

（
新
地
通
２
）

池

野

雅

人

（
山
手
裏
通
７
）

石

川

友

晴

（
新
地
通
５
）

石

山　
　

遼

（
み
ど
り
）

植

村

優

絵

（
更
岸
中
央
）

宇

野

絢

葉

（
南
開
団
地
）

加

藤

桃

香

（
山
手
裏
通
７
）

来

田

弦

士

（
山
手
裏
通
４
）

黒

川

真

優

（
山
手
裏
通
４
）

小

林

環

子

（
南
開
団
地
）

菅

井

海

志

（
新
栄
通
２
）

菅

井

華

音

（
富
士
見
団
地
）

須

貝

健

太

（
山
手
通
11
）

瀧

川

和

獅

（
山
手
裏
通
７
）

武

田　
　

穂

（
山
手
裏
通
11
）

立

花　
　

蓮

（
南
開
団
地
）

田

中

惟

菜

（
海
岸
通
７
）

谷

村

心

葉

（
海
岸
通
11
）

長　

尾　

歩　

純

（

南

町

）

長
谷
川　
　
　

巧

（
更
岸
中
央
）

長
谷
川　

美　

沙

（
新
栄
通
10
）

松

本

芽

生

（
新
地
通
10
）

眞

辺

陽

來

（
み
ど
り
）

望

月

陽

太

（
山
手
裏
通
５
）

矢

野

心

葉

（
南
開
団
地
）

結

城

拓

歩

（
海
岸
通
３
）

和

田

美

優

啓
徳
小
学
校

（
東
雄
信
内
）
朝

妻

夢

羽

（

泉

源

）
佐

藤

柚

希

新
た
な
旅
立
ち

　

今
年
３
月
を
も
っ
て

中
学
校
を
卒
業
す
る
24

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま

す
（
敬
称
略
）。

天
塩
中
学
校

（
み
ど
り
）

赤

塚　
　

晟

（
み
ど
り
）

赤

塚

稀

星

（
更
岸
中
央
）

荒

瀬

愛

夢

（

振

老

）

池

神

那

京

（

南

町

）

柿

崎

志

侑

（
南
開
団
地
）

小　

林　

丈
一
郎

（
み
ど
り
）

今

野

美

空

（
海
岸
通
10
）

佐

藤　
　

翼

（
南
開
団
地
）

佐

藤

龍

聖

（
み
ど
り
）

佐

藤

凌

雅

（
み
ど
り
）

菅

原

映

月

（
山
手
通
４
）

平　
　

大

聖

（
山
手
通
４
）

髙

橋

知

里

（
新
地
通
10
）

田

口

優

磨

（
新
開
通
９
）

田

澤

菜

月

（
南
開
団
地
）

田

中

咲

帆

（
新
地
通
10
）

土

田

光

星

（
み
ど
り
）

鳥

羽

瑞

穂

（
山
手
裏
通
６
）

西

岡

択

磨

（

南

町

）

平

松

知

樹

（
新
栄
通
８
）

森

田

希

天

（
更
岸
南
）

山

下

彩

芽

（
山
手
通
７
）

吉

原　
　

楓

（
山
手
裏
通
11
）

渡

辺

莉

央

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
等
指
定
業
者

新
規
・
更
新
手
続
き

　

天
塩
町
排
水
設
備
等
指
定
業
者
の

登
録
期
間
が
平
成
29
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
指
定
を
受
け
る
場
合
、
ま
た
は
新

規
で
指
定
を
受
け
る
場
合
は
、
左
記

に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間

平
成
29
年
３
月
６
日
～
３
月
17
日

・
提
出
書
類

➀
申
請
書

②
工
事
経
歴
書

③
責
任
技
術
者
証
の
写
し

④
平
成
28
年
度
の
納
税
証
明
書

⑤
機
械
器
具
保
有
証
明
書

・
申
請
手
数
料

無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
（
申
請
先
）
◆

建
設
課
下
水
道
係

☎
内
線
２
５
３
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方
は
、
そ
の
会
の
名
称
と
役
職

⑥
そ
の
他
（
応
募
理
由
等
）

・
募
集
期
間

　

平
成
29
年
３
月
17
日
（
金
）
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
（
応
募
先
）
◆

留
萌
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
１
５

FAX
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
３
５

交
通
事
故
の
援
護
制
度

　

交
通
事
故
被
害
の
皆
さ
ん
に
左
記

の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
】

・
対
象

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
保
護
者
の
方
が
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残

す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
お
子
さ

ん
で
、
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で

・
貸
付
金
額

　

一
人
に
つ
き
最
初
一
時
金
15
万
５

千
円
、
以
後
月
額
２
万
円
又
は
１
万

円
（
選
択
制
）
、
小
・
中
学
校
入
学

時
に
入
学
支
度
金
４
万
４
千
円

・
返
還
方
法

　

貸
付
終
了
後
、
原
則
と
し
て
20
年

以
内
の
月
々
均
等
払
い
に
よ
り
返
還

マ
チ
の
伝
言
板

掲載を希望される方へ

 ４月号へ掲載を希望する方

 は３月１５日（水）までに

 お知らせください

総務課企画広報係

・
そ
の
他

　

高
校
、
大
学
等
に
在
学
中
は
返
還

猶
予
が
可
能
で
す
。

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

・
対
象

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
脳
、
脊
髄
、
ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
に
損
傷
を
受
け
常
時
又
は
随
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方

・
支
給
額

　

月
額
２
９
，
２
９
０
円
か
ら

１
３
６
、
８
８
０
円
ま
で
の
範
囲

で
、
障
害
の
程
度
や
介
護
費
用
の
支

出
に
応
じ
て
支
給

・
そ
の
他

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
労
災
の
介

護
給
付
等
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
旭
川
支
所

☎
０
１
６
６
（
４
０
）
０
１
１
１

道
民
意
見
の
募
集

　

「
北
海
道
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
道
民
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
関

係
書
類
は
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

総
合
振
興
局
・
振
興
局
な
ど
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
意
見
の
募
集
期
間
は
、

平
成
29
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
安

保
医
療
課

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
１
１
１

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
審
査
員
募
集

　

札
幌
の
街
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

で
、
チ
ー
ム
の
演
舞
を
審
査
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
日
程

６
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日
）

・
場
所

札
幌
市
中
央
区
（
大
通
公
園
周
辺
）

・
募
集
要
綱

応
募
用
紙
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
若
し
く
は
電
話
で
取
り
寄

せ
の
う
え
、４
月
21
日（
必
着
）ま
で
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
実
行
委

員
会

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

自
動
車
税
の
住
所
変
更

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
引
越
し
に
よ
る
住
所
変
更
な

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
次
の
場
合
は
運
輸
支

局
で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
（
抹

消
登
録
）

 

３
月
中
に
変
更
登
録
が
間
に
合

わ
な
い
と
き
は
、
札
幌
道
税
事
務

所
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
道
税

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

p
r
e
f
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
p
/
s
m
/
z
i
m
/

a
d
d
r
e
s
s
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

）
か
ら
自
動

車
税
の
住
所
変
更
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
（
７
４
６
）
１
１
９
７

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
「
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
深

め
、
適
正
な
河
川
利
用
、
河
川
環
境

の
維
持
や
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
活
動
内
容

①
毎
月
１
回
程
度
、
モ
ニ
タ
ー
区
間

の
河
川
に
関
す
る
情
報
提
供

②
当
部
主
催
又
は
協
賛
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加

・
モ
ニ
タ
ー
区
間

　

留
萌
川
、
天
塩
川
の
２
区
間

・
募
集
人
員

　

各
モ
ニ
タ
ー
区
間
に
つ
き
１
名

・
任
期

　

平
成
29
年
５
月
１
日
～
10
月
31
日

・
報
酬

　

月
額
４
，
０
０
０
円

・
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用
紙
に
左
記

の
項
目
を
記
載
の
う
え
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
応
募
。

①
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

②
住
所
・
電
話
番
号

③
職
業

④
活
動
希
望
す
る
モ
ニ
タ
ー
区
間

⑤
自
治
会
等
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る



会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
は
、

参
加
者
42
名
、
21

チ
ー
ム
が
リ
ー
グ

戦
方
式
で
試
合
を

行
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

で
他
を
寄
せ
付
け

な
い
強
さ
を
見
せ

た
和
田 

千
尋
さ
ん
・
大
坂 

紗
恵
美
さ
ん
ペ
ア
が

見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
２
月
号
で
左
記
の
箇
所
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

７
頁
掲
載
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」

誤
：
12
日　

町
民
ス
キ
ー
大
会

正
：
19
日　

町
民
ス
キ
ー
大
会

マ
チ
の
話
題
（
番
外
編
）

・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍

　

２
月
４
日
に
天

塩
高
の
野
球
部
部

員
等
の
17
名
が
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し

た
。

　

作
業
を
行
っ
た

場
所
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
通

じ
、
要
望
が
あ
っ

た
高
齢
者
等
が
入

居
す
る
山
手
裏
通
12
丁
目
周
辺
の
公
営
住
宅
等
で

す
。

　

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
雪
を
丁
寧
に
ス
コ
ッ
プ
で
掻

い
て
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
運
び
、
終
了
後
は
綺
麗

な
道
が
開
け
て
い
ま
し
た
。

・
町
民
卓
球
大
会

　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
２
月

９
・
10
日
の
２
日
間
の
日
程
で
天
塩
町
民
卓
球
大

広
報

て
し

お
 ３

月
号

（
N

O
.716）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

企
業

組
合

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http//w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

ま ち の う ご き

ごめいふくをお祈りします

おめでとうございます

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

総
務

課
企

画
広

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

地
域
貢
献
企
業
等
の
ご
紹
介

　

地
域
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
企
業
等

に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
山
高
建
設
工
業
株
式
会
社　

様

（
社
会
福
祉
会
館
等
廃
品
廃
棄
作
業
）

・
株
式
会
社
堀
口
組　

様

（
作
返
町
内
会
館
及
び
バ
ス
停
周
辺
除
雪
作
業
）

（
雄
信
内
地
区
公
営
住
宅
除
雪
作
業
）

・
株
式
会
社
瀬
越
組　

様

（
雄
信
内
地
区
公
営
住
宅
除
雪
作
業
）

ご
厚
志
の
紹
介

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行
へ

　
【
香
典
返
し
と
し
て
】

　

山
手
通
８　
　

石　

本　

正　

子　

さ
ん

　
【
恵
愛
荘
へ
】

　

山
手
通
11　
　

守　

山　

雅　

隆　

さ
ん

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
【
恵
愛
荘
へ
】　

　

南
川
口　
　
　

安　

川　

好　

子　

さ
ん

　
【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
】

　

山
手
裏
通
４　

来　

田　

和　

雄　

さ
ん

～おたんじょう～

（緑新団地）

池 端　澪
み お と

桃　さん
健至さん・静香さんの長男
（南開団地）

田 中　彩
あ い る

月　さん
済さん・わかなさんの二女

（新栄通８）

石　本　信　夫　さん（70歳）

１月末
人口 ３，２１７ 人 （＋ ９）
男  １，６０５ 人 （＋ ４）
女  １，６１２ 人 （＋ ５）

世帯数 １，５７３世帯（＋ １）

※（　）内は前月比

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
冬
の
乾

燥
肌
に
悩
む
広
報
担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
３
月
３
日
は
雛
祭
り
で
す
。
男
兄
弟
で

育
っ
た
私
に
は
、
異
文
化
な
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
が
、
娘
が
生
れ
て
か
ら
我
が
家
の
年

間
行
事
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。「
雛
人

形
を
し
ま
う
の
が
遅
れ
る
と
嫁
に
行
き
遅

れ
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
の
由
来
に
は
、

雛
人
形
を
飾
っ
た
ま
ま
片
づ
け
ら
れ
な
い

女
性
は
婚
期
が
遅
れ
る
「
し
つ
け
説
」
が

あ
る
そ
う
で
す
。
昔
か
ら
色
々
な
方
法
を

考
え
て
子
ど
も
を
育
て
て
い
た
ん
だ
な
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

♪
来
月
は
、
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
４

月
の
新
た
な
始
ま
り
に
向
け
て
準
備
す
る

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
４
月
か
ら
変
化
が
な
い
方
も
こ
の
機
会

に
悪
い
癖
等
か
ら
卒
業
し
ま
せ
ん
か
。
私

は
、「
忘
れ
た
こ
と
を
す
ぐ
ス
マ
ホ
で
調

べ
る
癖
」
を
卒
業
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

▲除雪ボランティアで汗を流す高校生

▲優勝した和田さん・大坂さんペア
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